
あきの参議員の応援に
駆けつけた小林さん親子

4月7日 鳥栖中学校入学式出席
8日 鳥栖小学校入学式出席

22日 鳥栖市議会議会報告会
弥生が丘まちづくち推進Ｃ

23日 公明党女性の集い（サンメッセ鳥栖）
9日・10日・26日・30日 街頭演説鳥栖市で8ヶ所

5月9日～10日 市議会だより編集委員会視察
（岡山県高梁市・山口県防府市）

14日 手をつなぐ育成会総会
17日～19日 議会運営委員会視察

（多摩市･飯能市･所沢市･逗子市）
23日 建設常任委員会：国土交通省佐賀国道事務所訪問
24日 公明党福岡未来フォーラム
28日 第28回花の日式典出席
31日 全体勉強会
4・7・14・15・27日 街頭演説鳥栖市で8ヶ所

6月3日 山口祥義県知事を囲む会
6日～22日 6月議会
19日 鳥栖地区子どもクラブ夏季大会（鳥栖小学校）
23日 鳥栖市議会・小郡市議会・基山町議会合同研修会
26日 鳥栖市子どもクラブレクレーション（田代小学校)
7・11・18日 街頭演説会鳥栖市で8ヶ所

7月1日 鳥栖・三養基西部環境施設組合議会
2日 まちづくりスポットおひろめ会出席

皆様に感謝・御礼申し上げます！
参院選大勝利！

7月10日投開票の第24回参院選で、公明党は､7選挙
区で完勝、比例区でも757万2,960票で7議席を獲得
しました。改選前９から１４議席に躍進し過去最高の
議席を獲得し、その結果、非改選の11を加え25議席
となり、参議院で1割を超える勢力となりました。
公明党に対して深いご理解とご支援をお寄せくださ

った皆様、また雨の中、猛暑の中、献身的なご支援を
いただいた皆様に、心より感謝と御礼を申し上げます。
公明党は､「希望がゆきわたる国へ」をスローガンに
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4/22の議会報告会では、受付で皆様をお迎え☆
ご来場くださいました皆様、ありがとうございました。

4月23日女性の集いを開催（サンメッセ鳥栖）
ご来場くださいました皆様、ありがとうございました。

福岡選挙区『高瀬』比例区『あきの』

「小さな声を聴く力」「生活実感に根差した政策実現力」「平和外交を進める力」を訴えて
まいりました。今後も公明党は決意新たにチーム力とネットワーク力を強化し全議員が一丸
となってお約束した政策の実現に取り組んで参ります。

と び ま つ 妙 子 の 主な活動



予防接種の記録に、予定日と接種
予定の目安の記入を実現しました！

（トビトビなるままに）熊本・大分地震でお亡くなりに
なられた方に対し、お悔やみを申し上げるとともに、被災をさ
れた方々に、心よりお見舞いを申し上げます。被災された皆
様の御苦労がどれだけのものかを思うと心が痛みます。被災
地の早期復興と皆さまのご健康を心よりお祈り申し上げます。

妊娠・出産の経過、子どもの発育状況を記す母子手帳は、戦後混乱期
に生まれた日本発の母と子をつなぐ健康記です。 この母子手帳の
『予防接種の記録』に、予防接種を出産後いつから接種すればいいの
か。接種予定日の目安などが、分かりやすく表示することを、

昨年９月の議会質問で導入を求め、佐賀県で
鳥栖市が初めての導入されました☆ 平成28年6月2日公明新聞に掲載

とびまつ妙子議会質問

【災害対策について・障がい者政策について】

６月議会 補正予算 3,707万8千円が成立

◆田代中学校普通教室棟 工事請負契約の締結◆
・大規模改造工事：㈱大島組 1億6102万8千円
・増築工事：今泉建設㈱ 1億6,545万6千円

①熊本地震から本市の災害対策に繋げる
まちづくりは？（バリアフリー化）

②障がい児･者の避難訓練の実施が必要では？
③災害時支援手帳の代用(防災ｶｰﾄﾞ)の活用は？
④学校の非構造物の耐震化を進めるべきでは?
⑤避難行動要支援者専用避難場所確保は？

①スポーツ施設・公民館等など様々な施
設が避難所として使用され、高齢者や
障害者などの利用も多く、バリアフリ
ーの大切さ、重要性も改めて認識した。

②地域の防災訓練に障がい児・者の施設
や団体に参加を呼びかけなど関係機関
と連携を図って対応をしていく。

③対象者に市独自の｢防災カード｣を配布
し｢おくすり手帳｣と常時携行を勧める。

④今年度から小中学校において非構造
部材の耐震設計の見直しを行う。

⑤4/1～鳥栖高校、鳥栖商業、鳥栖工業が、
災害時には福祉避難所として利用で
きる。今後、広報・周知に努める。

質問

答弁

要望

①4月1日から施行した障害者差別解消法に
伴い、対応要領の策定及び本市の取り組
みを伺う。

②学校教育における合理的配慮について、
どのように進めていくのか？

③特別支援学級への看護師配置が必要では?

①５つの福祉団体と意見交換を行い職員対
応要領を作成。本年４月より施行。
職員と市民対象の研修会の実施。市報４
月号やホームページを活用して周知する。

②障害を理由とする差別とはどのような
ことか。合理的配慮について教職員の
理解を図り、意識を変えることが必要。
一人一人の障害の状態や教育的ニーズ
等に応じ、本人及び保護者との十分な
合意形成を図っていく。

③現在、医療的ケアを必要とする児童生徒
が３名。特別支援学級への看護師の配置
について調査・研究する。

質問

答弁

視覚障がい者や聴覚障がい者に対
して情報支援は、不十分です。

公共施設でのハード面の情報支援を、
市役所から進めて頂く事をお願いする。

鳥 栖 市 予 算 の 主 な も の

熊本被災地支援事業（職員派遣他） 585．7万円

コミュニティ事業補助金 250 万円

放課後等補充学習支援事業 97 万円

放課後児童クラブ夏季臨時開設事業 47 万円

鳥栖駅舎建築物調査等事業 69．6万円

鳥栖給食センター災害復旧事業 1,080 万円

公明新聞に掲載
されました！


